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頁 項目 誤 正 
正誤表

更新日 

65 

（４） 

その他 

８） 

８）天井の高さが３ｍ以上の場合の排煙口の取付

け位置 

① 床面からの高さが 2.1ｍ以上で、かつ、天井の

高さの 1/2以上 

② 防煙壁の下端より上方であること 

８）天井までの高さが 2.6ｍを超える場合の排煙

口の取付け位置 

① 床面からの高さが 1.8ｍ以上 

② たけの最も短い防煙壁の下端の床面からの

高さが 1.8ｍを超えるときは、その値以上 

7/17 

71 予想問題-1 

（床面積 200㎡、天井高 2.8mとする。） 

〔解答例〕 

・排煙風量は… 

・天井高が 3m未満であるので、… 

・排煙口は… 

 

〇下記を解答としてもよい 

… 

※天井高さ３ｍ以上の室の場合、2番目の文章は

以下の内容とする。 

天井高が 3m 以上であるので、排煙口は床面から

2.1m 以上でかつ天井高の 1/2 以上の高さ、即ち

2.1m以上に取付ける。 

（床面積 200㎡、天井高 2.6mとする。） 

〔解答例〕 

・排煙風量は… 

・天井高が 2.6m以下であるので、… 

・排煙口は… 

 

〇下記を解答としてもよい 

… 

※天井高さが 2.6ｍを超える場合、2番目の文章

は以下とする。 

天井高が 2.6ｍを超えるので、排煙口は天井また

は床面からの高さが 1.8ｍ以上の壁かつ防煙た

れ壁以上に取付ける。 

7/17 

132 図３－２ 

 

※図中の文字記載一部欠損 

 

7/31 

133 

（10）給湯

設備の省エ

ネルギー法 

平成 29年 4月「建築物省エネ法… 建築主は、

一定規模の以上の非住宅建築物の新築・増改築を

行う際、省エネ基準に適合していることを、判定

機関などで適合性判定を受ける必要がある。 

建築物省エネ法による適合性判定は、原則、延

面積 300㎡以上の非住宅建物（事務所、病院、店

舗など）の給湯設備はその対象要素である。非住

宅用途の設計一次エネルギー消費量（空調＋… 

平成 29年 4月「建築物省エネ法… 建築主は、

2025年 4月（令和 7年 4月）以降に着工する原

則全ての住宅・建築物の新築・増改築を行う際、

省エネ基準に適合していることを、判定機関な

どで適合性判定を受ける必要がある。 

建築物省エネ法による適合性判定では、給湯

設備がその対象要素であり設計一次エネルギー

消費量（空調＋… 

7/31 

153 （１０）⑥ 延面積 2,100㎡以上で… 
一般として耐火構造で、内装制限した建物で

延面積 2,100㎡以上で… 
7/31 

153 （１０）⑧ 4階以上または地階無窓階の各階の… 
一般として耐火構造で、内装制限した建物で 

4階以上または地階無窓階の各階の… 
7/31 

161 （３）⑤ 
浴槽水中の遊離残留塩素濃度を通常 4 mg/L程

度を保ち、… 

浴槽水中の遊離残留塩素濃度を通常 0.4mg/L

程度を保ち、… 
7/31 
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頁 項目 誤 正 
正誤表

更新日 

168 

図８－２ 

（垂直取付

け） 

  

7/31 

201 図６－２ 

 

 

7/17 

202 

６－３  系

統図  過去

の選択問題

例 

例－１ 

  

7/17 

202 

６－３  系

統図  過去

の選択問題

例 

例－１ 

  

7/17 

202 

６－３  系

統図  過去

の選択問題

例 

例－１  

※給湯系統図の一部欠損 

 

7/17 

203 

６－３  系

統図  過去

の選択問題

例 

例－２ 

  

7/17 

211 

<<予想問題

③>>： 

<解答例> 

照明の照度は JIS 基準に準じ全般平均 100x 程度

とする。 

照明の照度は JIS 基準に準じ全般平均 100lx 程

度とする。 7/17 

242 
３．諸計算

問題 

第４問(1)機器表作成…以下の①～⑤の通りとな

っている。… 

第４問(1)機器表作成…以下の①～④の通りとな

っている。… 
7/17 

 

 

 

 

※フレキ間違い ※フレキ不要 

※フレキ 

取付間違い 

※フレキ 

取付間違い 

※フレキ 

取付間違い 
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頁 項目 誤 正 
正誤表

更新日 

242 
３．諸計算問

題 

③ 太陽光発電装置の月間推定発電電力量計算

（25、26、30 年） 

④ テレビ共同受信設備の総合損失計算（26、27、

30 年、令和元、3、5、6 年） 

⑤ 高圧変圧器の年間損失電力量計算（28、29 

年、令和 2 年、4 年、7 年） 

③ 太陽光発電装置の月間推定発電電力量計算

（25、26、30 年）文章削除 

③ テレビ共同受信設備の総合損失計算（26、27、

30 年、令和元、3、5、6 年） 

④ 高圧変圧器の年間損失電力量計算（28、29 

年、令和 2 年、4 年、7 年） 

7/17 

247 

３－４. 高

圧変圧器の

年間損失電

力量計算 

総電力量を求める。 

100kVA×(6×0.2＋… 

＝1,300,000Ｗｈ 

      （文章追加）       

 

よって全日効率は以下の通りとなる。 

総電力量を求める。 

100kVA×…×(6×0.2＋… 

＝1,300,000Ｗｈ 

（年間損失電力量  17,940Wh× ３６５日

=6,548,100Wh/年） 

よって全日効率は以下の通りとなる。 

7/17 

426 

令和７年度 

選 択 問 題 

第１問 

表 1－2.定格出力一覧表 

定格出力 0.75kW、1.5kW、3.2kW、3.7kW、… 

表 1－2.定格出力一覧表 

定格出力 0.75kW、1.5kW、2.2kW、3.7kW、… 7/17 

427 
令和７年度 

第１問解答 

仕様／ポンプ 1 台当たりの電動機の定格出力

3.2kW 

算定根拠／…＝2.9 kW→表 1-2より 3.2kw 

仕様／ポンプ 1 台当たりの電動機の定格出力 

3.7kW 

算定根拠／…＝2.9 kW→表 1-2より 3.7kW 

7/17 

 

 

【注】正誤表は7月31日現在のものです。追加修正がある場合は、適宜、テキスト表紙に記載の 

主催2団体の各ホームページに、更新版を掲載致します。 


